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学士課程教育における自己点検とその改善に関する年次報告書（総評） 

 

医学部 

１．評価結果一覧 

自己点検・評価単位 分析

項目 

1-1-1 

分析

項目 

2-1-1 

分析

項目 

2-1-2 

分析

項目 

2-2-1 

分析

項目 

2-2-2 

分析

項目 

3-1-1 

分析

項目 

4-1-1 

分析

項目 

4-2-1 

分析

項目 

4-2-2 

分析

項目 

5-1-1 

分析

項目 

5-1-2 

分析

項目 

5-2-1 

医学 

プログラム 
5 5 4 4 4 5 4 4 5 4 4 5 

看護学 

プログラム 

4 4 4 4 4 5 5 5 3 4 3 5 

理学療法学 

プログラム 

4 3 3 5 4 4 3 4 4 5 4 5 

作業療法学 

プログラム 
5 5 4 5 4 4 4 4 4 4 4 4 

 

自己点検・評価単位 分析

項目 

6-1-1 

分析

項目 

6-2-1 

分析

項目 

6-3-1 

分析

項目 

6-3-2 

分析

項目 

6-3-3 

分析

項目 

6-4-1 

分析

項目 

6-4-2 

分析

項目 

6-4-3 

分析

項目 

6-5-1 

分析

項目 

6-6-1 

分析

項目 

6-6-2 

分析

項目 

6-6-3 

医学 

プログラム 
5 5 5 5 3 4 5 4 4 4 4 5 

看護学 

プログラム 

5 5 5 5 3 5 5 5 5 5 5 5 

理学療法学 

プログラム 

5 4 4 3 3 4 3 4 5 4 4 4 

作業療法学 

プログラム 
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 3 5 

 

自己点検・評価単位 分析

項目 

6-6-4 

分析

項目 

6-6-5 

分析

項目 

7-1-1 

分析

項目 

7-1-2 

分析

項目 

8-1-1 

分析

項目 

8-1-2 

医学 

プログラム 
3 5 3 5 3 4 

看護学 

プログラム 

3 

 

4 3 5 4 5 

理学療法学 4 4 2 3 4 3 
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プログラム 

作業療法学 

プログラム 
4 4 2 3 2 3 

（⑤十分に適合する ④適合する ③やや適合する ②余り適合しない ①適合しない） 

 

 

２．評価結果に対する総評 

【医学プログラム】 

医学科は平成 30（2018）年 1月に，日本医学教育評価機構による「医学教育に関する分野別評価」（い

わゆる国際認証）を受審し，評価基準に適合していることが認定された。認定時に提示された質向上の

ための示唆に基づき，さらなる改善のために改革を進めている途上であり、その成果は年次報告書にま

とめ提出している。  

 2022 年度は新型コロナウイルス感染症の拡大が続いたが、オンライン講義が取り入れられ 3 年目となった。

感染状況を踏まえ、講義室を定員の 1/2 が対面で実施、残りがオンラインで受講するハイプリッド講義もスム

ースに継続実施した。年度後半からは学年によっては対面も再開された。  

 施設の整備として講義室がオンライン講義に対応できるよう機材の整備を行った。またラーニングマネジメ

ントシステムがMoodleに一新されたのに伴い、学内外からの講師を招き、Moodleの操作や活用に関するFD

を 2 回実施した。コロナ禍による遠隔医療教育の進歩もあり、1 年生の医療行動学において遠隔 3D システム

を使用した糸結び実習や遠隔医療実習を行った。コロナ禍において医学教育への ICT を活用した教育の導

入が進んだ一例であろう。  

 学生に対するメンタルサポートや面談についても引き続きチューターと連携しながら強化・継続している。  

なお、学士課程教育の自己点検で挙げられている点検項目は，多くが国際認証の認証項目と重複して

おり，国際認証に適合後に継続して行ってきているさまざまな改革の成果を反映した自己評価となって

いる。  

 

【看護学プログラム】 

保健学科看護学専攻・看護学プログラムにおいては概ね基準を満たしている。看護学プログラムは、専

門職の養成、国家試験受験資格の付与という明確な達成目標を持ち、4 年間を通して講義、演習、実習、

臨地実習と段階的に基礎理論から実践的知識・技能・態度を修得する方法を展開している。新型コロナ

ウイルス感染症パンデミック禍においてもこれらを止めることなく、創意工夫の中で実施した。また、

教員が臨床教授等及び臨床指導者と協働して、各学生の到達度を確認し、指導を改善する仕組みを整備

していることから、また、学生からの評価も高いことから、肯定的な自己評価となった。 

 令和 4 年度は、「看護学教育モデル・コア・カリキュラム」」に基づくカリキュラム改正による新しい

カリキュラムの 3 年度目であり、高齢化に対応した老年看護学や在宅看護学の実習や研究科目において

専門科目を開講した。具体的な成果はこれから現れると考える。 
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【理学療法学プログラム】 

理学療法学プログラムでは、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーに基づき、専門職の理

学療法士としての基礎知識、技能、態度を修得させ、科学的思考力と創造性を発揮しうる人材を育成す

るという達成目標を持ち、教育を展開している。一方で、新型コロナウィルスの感染拡大により、一時


